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写真 1 碑文を読む参加者たち（東洋大学敷地内） 
 
第 15 連隊と第 16 連隊の区画は、大学の西側、住宅地の広がる中にあった。陸軍習志野学校
などの遺構があるとのことで、印象的だったのは、頑丈そうな門柱の跡（写真 2）と、学校の
弾薬庫の跡だったという不自然な休憩場所（写真 3：地面から 1 メートルほど盛り上げたコン
クリートの上に木製ベンチが設置されている。落ちないように？わざわざ柵が設けられている）
である。 
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佐倉市にある DIC 川村美術館では、休憩後 13 時から 1 時間ほどの美術鑑賞、美術館見学と
なった。 
DIC は印刷インキや顔料を手がける会社だが、ここが関連会社とともに美術品を収集して
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展示されていた（第 1 章 密室の中の眼差し、第 2 章 表象の零度━知覚の現象学、第 3 章 グレ















されているかのようであった。しかし後日、DIC 川村美術館の日本画作品展示が 2017 年 12 月
で終了し、国内の美術館・博物館等へ売却することになったことを知らされた。とても残念で
はあるが、絵画は消滅しないことは今回の DIC 川村美術館が教えてくれたことでもある。また
どこかで会えることを期待しよう。    
























写真 4 案内役の方を囲んで説明を聞く 
 
    
 写真 5 復元された国分尼寺の回廊 写真 6 国分尼寺金堂前にあったという金の灯籠 









        





かっており、奈良に現存する法隆寺五重塔よりも 2 倍近い高さだったという。 
17 時半に国分僧寺跡を出ると、この日の見学・視察は終了、ホテルへと向かった。 
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写真 9 住職と七重塔の心礎 
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 写真 10 酒蔵の様子 写真 11 酒蔵内部の立派な梁 
 
５．JA グリーンウェーブ長生 
11 時には稲花と同じく長生郡一宮町にある JA グリーンウェーブ長生を訪れ、青果の選別出
荷準備作業を中心に見学し、主力製品、出荷体制、販売先などについても説明していただいた。 
JA グリーンウェーブは、農家の労力軽減と経営合理化を目指し、園芸事業の核となる施設と
して平成 7 年に稼働を開始した。施設は現在年間 320 日稼働しているという。選果機は野菜や
果物の糖度や熟度も確認できるそうである。 
いただいた資料によれば、JA 長生の園芸事業は平成 28 年度の年間取扱額が 28.5 億円で、主
力品目はトマト、サラダ菜、マスクメロン、ガーベラ、露地栽培で長ネギ、玉葱、梨などであ
る。販売先は、京浜市場を主力にして、地元市場を組み合わせて出荷、一部直販や産地パッケー
ジによる契約販売にも取り組んでいる。協力組織は 21 組織、770 の組合員が参加している。 









― 38 ― 
      




















― 39 ― 
 
写真 14 要石（中央 下） 
 
７．うおっせ 21 
うおっせ 21 では、展望タワーに直行し、まずは展望階からこれまでめぐってきた方面や銚子
を一望した。360 度方向が展望でき、近くの銚子漁港、水産加工団地や巡視船かとりらしき船、
目の前の太平洋はもちろんだが、遠くには犬吠埼なども見ることができた。帰り際に水産加工
物なども置くみやげもの屋をめぐったが、終了時間直前だったこともあり、ほとんど人がおら
ず、多くの店が閉店準備中であった。それでも、銚子らしいお土産として練り物を少し買い求
めてバスに乗り込むと、次にはバスは一路西船橋駅へ向かい、19 時半西船橋駅到着と同時に今
回の総合研究は終了となり、それぞれが帰路に着いた。 
かなり盛りだくさんの 2 日間であったが、多面的なさまざまな要素が盛り込まれた有意義な
2 日間でもあった。 
行く先々でご案内・ご説をいただいた皆様に深く感謝致します。ありがとうございました。 
※文中の写真はすべて筆者撮影。 
